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滑走とは，車輪が滑った状態で走行することであり，これ
が発生すると，ブレーキ距離が長くなるため，運転には特
段の注意が必要になる．発生個所と時間は限定されるため，
運転士間での情報の共有が必要である．車上の加速度から
滑走を検知し，将来的にはタブレット等を通じて情報を共
有することができるシステムの構築を目指す．

概要 Introduction

滑走検知手法 Method of slip detection
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ブレーキノッチが既知の場合
運転士が入れているブレーキノッチ（ブレーキの強さ）の
情報をシステムが取得可能な時には，ノッチと減速度を比
較することにより，滑走を検知することができる．システ
ムは２つのフラグを立てる．
ブレーキフラグ：ブレーキノッチが上がった時
減速度フラグ：減速度が上がった時もしくは下がった時

滑走パターンA
ブレーキフラグが発生したのに，減速度増加フラグ（1/3
秒平均）が発生しない時に，滑走を表すフラグを出力．

滑走パターンB
ブレーキフラグは発生していないのに，減速度減少フラグ
（1秒平均）が発生した時に，滑走を表すフラグを出力
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検知結果 Result of detection

滑走時のデータ 非滑走時のデータ

パターンA

滑走データ 非滑走データ

パターンB

ノッチ推定 Estimation of the notch

タブレットを使うことを想定すると，ノッチ情報を得るこ
とは難しい．長い減速度の移動平均（2秒）と，各ブレー
キノッチの減速度のカタログ値を比較することにより，
ノッチを推定することを提案する．
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推定結果

左図はノッチを推定できた時，右図はノッチを低めに推定
してしまった時である．滑走していなくてもカタログ値通
りの減速度が出ていない時があり，その対応法は今後の課
題である．

スマートフォンによる妥当性検討
Validation using a smartphone

奥羽本線および羽越本線を走行する普通列車の車内でス
マートフォンを用いて計測した加速度をサンプルにして，
ノッチ推定と滑走推定を行った．滑走があったと思われ
る個所（オレンジ色）で検知ができているが，滑走では
ない箇所（黄色）でもフラグが立っており，精度は今後
の課題である．

未検知はなかった．パターンBでは誤検知もないが，パ
ターンAでは， 5件の非滑走データの中で1件の誤検知が
あった．
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